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■
中
井
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例　

　

課
税
方
式
を
現
在
の
４
方
式
か
ら

資
産
割
額
を
廃
止
し
た
３
方
式
に
変

更
。
保
険
税
率
の
資
産
割
額
に
つ
い

て
、基
礎
課
税
分
９
％
、後
期
分
１
・

75
％
、
介
護
分
２
・
25
％
を
そ
れ
ぞ

れ
廃
止
し
、
そ
れ
に
伴
い
所
得
割
額

の
基
礎
課
税
分
を
５
・
82
％
、
後
期

分
を
１
・
39
％
、
介
護
分
を
１
・
74

％
に
、
被
保
険
者
均
等
割
額
の
基
礎

課
税
分
を
２
万
５
千
円
、
後
期
分
を

６
千
６
百
円
、
介
護
分
を
９
千
百
円

に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

　
　

　
　

資
産
割
を
廃
止
し
、
所
得
割
と

均
等
割
で
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
と
、
保

険
料
が
上
が
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
思

う
が
。 ６月定例会

６月１日〜４日

主な審議内容

一般質問５名	７	問
条例改正	　　１	件　
補正予算	 　１	件　
契約の締結	 ２	件
報告	 ３	件
請願の委員会付託	１	件　　

■
令
和
２
年
度
中
井
町
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
報
告

　

繰
越
額　

１
６
９
３
万
５
千
円　
　
　

　

国
の
補
正
予
算
を
受
け
、
令
和
２

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
で
計
上
し

た
「
地
籍
調
査
事
業
」、「
学
校
保
健

特
別
対
策
事
業
」
に
つ
い
て
、
年
度

内
に
事
業
が
完
了
し
な
い
こ
と
か
ら
、

令
和
３
年
度
に
繰
り
越
し
、
そ
の
執

行
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

の
。

契
約
方
法　

一
般
競
争
入
札

契
約
金
額 

１
億
３
千
３
２
９
万
８
千
円

契
約
者　

株
式
会
社　

稲
元
興
業　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秦
野
市
）

■
物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
令
和
３
年
度
中
井
町
立
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
食
器
洗
浄
機
購
入
）

　

給
食
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
て
い

る
食
器
洗
浄
機
に
経
年
劣
化
等
が
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
新
た
に
購
入
す
る

も
の
。

契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札

契
約
金
額　

６
９
０
万
８
千
円

契
約
者　

ホ
シ
ザ
キ
湘
南  

株
式
会
社

　
　

小
田
原
営
業
所

条
例
改
正

補
正
予
算

契
約
の
締
結

報

告

請

願

の
た
め
の
支
援
金
を
２
０
０
万
円
計

上
し
た
ほ
か
、
商
工
費
で
は
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し
て
中
小
企
業
緊

急
支
援
融
資
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、

信
用
保
証
料
及
び
利
子
補
給
に
係
る

補
助
金
、
及
び
貸
付
金
を
増
額
。　

　

歳
入
で
は
、
国
庫
支
出
金
で
子
育

て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
事
業
補

助
金
及
び
事
務
費
補
助
金
を
計
上
し

た
ほ
か
、
中
小
企
業
緊
急
支
援
融
資

事
業
に
対
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
新
た
に
計
上
。
ま
た
、
諸
収
入

に
お
い
て
は
、
中
小
企
業
振
興
融
資

制
度
貸
付
金
に
伴
う
預
託
金
元
金
収

入
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　
　

今
後
、
秦
野
赤
十
字
病
院
の
位

置
付
け
は
。

　
　

町
を
持
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、

近
く
に
総
合
病
院
が
必
要
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

■
工
事
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
令
和
３
年
度
厳
島
湿
生
公
園
木
道

改
修
工
事
）

　

厳
島
湿
生
公
園
内
の
木
道
全
体
に

腐
朽
が
進
行
し
て
い
る
事
か
ら
令
和

２
年
度
に
引
き
続
き
改
修
を
行
う
も

■
令
和
２
年
度
中
井
町
一
般
会
計
継

続
費
逓
次
繰
越
報
告

　

繰
越
額　

89
万
円

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

と
し
て
計
上
し
ま
し
た
「
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
策
定
業
務
」
に
つ
い

て
当
該
年
度
内
に
年
割
額
の
支
出
が

完
了
し
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
翌
年

度
執
行
に
係
る
事
業
費
を
令
和
３
年

度
に
繰
り
越
し
、
そ
の
執
行
に
係
る

経
費
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

■
令
和
２
年
度
中
井
町
水
道
事
業
会

計
継
続
費
逓
次
繰
越
報
告

　

繰
越
額
１
６
９
０
万
円

　

令
和
２
年
度
水
道
事
業
会
計
当
初

予
算
と
し
て
計
上
し
ま
し
た
「
冨

士
見
台
配
水
池
緊
急
遮
断
弁
操
作
盤

更
新
工
事
」
に
つ
い
て
当
該
年
度
内

に
年
割
額
の
支
出
が
完
了
し
な
い
こ

と
か
ら
、
そ
の
翌
年
度
執
行
に
係
る

事
業
費
を
令
和
３
年
度
に
繰
り
越
し
、

そ
の
執
行
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

「
中
井
町
火
葬
料
補
助
金
の
引
き
上

げ
を
求
め
る
請
願
」
が
出
さ
れ
、
文

教
民
生
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し

た
。

　
　

影
響
は
限
定
的
で
少
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。
ま
た
、
収
入
額
が
減

っ
た
分
に
つ
い
て
は
、
基
金
の
活
用

で
対
応
し
た
い
。

■
令
和
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

２
７
９
２
万
２
千
円
の
追
加

　

総
額
41
億
３
６
９
０
万
４
千
円
に

　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
歳
出
で
は
、

民
生
費
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
の
長
期

化
を
踏
ま
え
、
低
所
得
者
の
子
育
て

世
帯
に
生
活
支
援
を
行
う
た
め
、
子

育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
の

支
給
に
係
る
補
助
金
及
び
事
務
費
を

計
上
。

　

ま
た
、
衛
生
費
で
は
、
秦
野
赤
十

字
病
院
の
小
児
医
療
等
体
制
強
化

問

問

答

答
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■
令
和
３
年
度
中
井
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

７
６
６
１
万
２
千
円
の
追
加　

総
額
41
億
９
６
１
万
２
千
円
に　
　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
体
制
の
確
保
及
び
実
施
を
目
的
と
し

て
、
関
係
経
費
を
計
上
。
ま
た
、
歳
入
で
は
、
そ
れ
に
伴
う
負
担
金
及
び
補
助
金
を
計

上
す
る
も
の
で
す
。

■
中
井
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
手
数
料
に
係
る
徴
収
事
務
が
、
地

方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
か
ら
の
委
託
事
務
と
な
る
こ
と
か
ら
、
個
人
番
号
カ

ー
ド
の
再
交
付
手
数
料
に
係
る
規
定
を
廃
止
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

補
正
予
算

■
令
和
３
年
度
中
井
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

２
９
０
５
万
９
千
円
の
追
加　

総
額
41
億
６
５
９
６
万
３
千
円
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
歳
出
で
は
、

教
育
費
に
お
い
て
、
エ
ア
コ
ン
整
備
や
修
学
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
補
助
の
た
め
の
経

費
、
ま
た
町
内
各
施
設
の
ト
イ
レ
を
よ
り
衛
生
的
な
環
境
へ
改
修
す
る
た
め
の
費
用
を

計
上
し
ま
し
た
。
歳
入
で
は
、
こ
れ
ら
の
関
係
経
費
に
係
る
財
源
と
し
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
増
額
し
ま
し
た
。

■
令
和
３
年
度
中
井
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

町
民
の
生
活
や
事
業
所
の
経
済
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
全
て
の
水
道
使
用
者
を
対

象
に
水
道
基
本
料
金
４
カ
月
分
を
免
除
す
る
も
の
で
す
。

令和3年	第2回臨時会

提
出
者

議
決
日

審
議
結
果

石
渡
正
次

古
宮
祐
二

多
田
　
勲

峯
尾
　
進

井
上
泰
弘

尾
尻
孝
和

加
藤
久
美

森
　
丈
嘉

岸
　
光
男

原
　
憲
三

成
川
保
美

町長 令和３年度中井町一般会計補正予算(第１号) 5/7 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町長 中井町監査委員の選任について 5/7 同意 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和3年	第2回定例会
町長 中井町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 6/4 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町長 令和３年度中井町一般会計補正予算 (第２号) 6/4 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町長 工事請負契約の締結について
（令和３年度厳島湿生公園木道改修工事）

6/4 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町長 物品購入契約の締結について（令和３年度中井町立学
校給食センター食器洗浄機購入）

6/4 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和3年	第3回臨時会

町長 中井町手数料条例の一部を改正する条例 7/8 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町長 令和３年度中井町一般会計補正予算 （第３号） 7/8 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町長 令和３年度中井町水道事業会計補正予算 （第１号） 7/8 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　員　名
議　案　名

審議した議案等と審議結果審議した議案等と審議結果

※戸村裕司議長は採決に加わりません。○は賛成、●は反対を表しています。

第
２
回
臨
時
会

令
和
３
年 

５
月
７
日

第
３
回
臨
時
会

令
和
３
年 

７
月
８
日
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庁
は
、
機
能
強
化
を
し
な
さ
い
と

求
め
て
い
ま
す
。
燃
料
が
６
カ
月

の
有
効
性
で
す
け
れ
ど
、
必
要
な

量
を
求
め
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

や
は
り
地
元
の
、
そ
ば
に
確
保
さ

れ
て
こ
そ
安
心
か
な
と
思
い
ま
す
。

燃
料
の
６
カ
月
間
、
そ
の
循
環

を
考
え
れ
ば
よ
ろ
し
い
か
と
思
い

ま
す
。

た
め
に
、
軽
油
を
使
用
燃
料
と
す

る
非
常
用
自
家
発
電
設
備
を
平
成

24
年
に
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

72
時
間
の
稼
働
時
間
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
新
た
に
２
０
０
０

リ
ッ
ト
ル
以
上
の
軽
油
を
備
蓄
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
軽
油
の
使

用
推
奨
期
間
は
適
切
に
保
存
し
た

場
合
で
も
保
存
開
始
後
６
カ
月
と

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
多
量
の
軽

油
を
備
蓄
す
る
こ
と
は
、
経
済
的

に
も
課
題
が
あ
る
状
況
で
す
。

非
常
用
自
家
発
電
設
備
の
設
置

時
に
町
内
の
燃
料
販
売
事
業
者
と

「
災
害
時
に
お
け
る
燃
料
の
供
給

協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
、

災
害
時
に
、
優
先
的
に
燃
料
の
供

給
を
受
け
る
対
応
と
し
て
お
り
ま

す
。県

が
締
結
し
て
い
る
県
石
油
業

協
同
組
合
と
の
「
災
害
時
の
燃
料

の
優
先
供
給
に
関
す
る
協
定
」
に

よ
り
、
複
数
の
燃
料
販
売
事
業
者

か
ら
も
供
給
を
受
け
ら
れ
る
体
制

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
は
、
備
蓄
が
で
き
て
お

り
ま
せ
ん
。
近
隣
の
石
油
販
売
業

者
と
協
定
を
結
ば
せ
て
い
た
だ
い

て
、
速
や
か
に
補
給
が
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
る
状
況
で
す
。

ご
指
摘
の
循
環
、
町
内
の
役
場

の
庁
舎
と
か
で
利
用
す
る
燃
料
と

し
て
循
環
し
て
利
用
す
る
こ
と
が

　

軽
油
一
本
化
に
切
り
替
え
る

こ
と
は
不
可
能
か
。

一 般 質 問

施設等の改修時に検討町 長 原 　 憲 三  議員

本庁舎の
非常用電源等の確保は

昨
今
、
災
害
時
の
住
民
支
援
や

復
旧
活
動
の
拠
点
と
な
る
自
治
体

庁
舎
の
災
害
に
対
す
る
備
え
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
治
体
庁

舎
の
非
常
用
電
源
が
災
害
時
の
人

命
救
助
で
重
要
と
さ
れ
る
。
３
日

間
72
時
間
稼
働
で
き
る
の
は
、
県

内
で
、
県
及
び
13
市
町
と
全
体
の

４
割
に
と
ど
ま
る
。
本
町
は
調
査

で
24
時
間
未
満
と
回
答
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
令
和
３
年
２
月
消
防
庁

か
ら
発
表
さ
れ
た
「
地
方
公
共
団

体
に
お
け
る
業
務
継
続
性
確
保
の

た
め
の
非
常
用
電
源
に
関
す
る
調

査
結
果
」
で
72
時
間
は
、
外
部
か

ら
供
給
な
し
で
非
常
用
電
源
の
稼

働
を
可
能
と
す
る
措
置
が
望
ま
し

い
、
と
内
閣
府
の
見
解
を
取
り
上

げ
、
非
常
用
電
源
の
整
備
や
機
能

強
化
を
求
め
て
い
ま
す
。

非
常
用
電
源
の
確
保
は
避
難
所

に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
質
問

し
ま
す
。

　

本
庁
舎
の
非
常
用
電
源
を
、

長
期
稼
働
可
能
に
す
る
取
り
組
み

は
。 問

問答　

大
規
模
改
修
の
必
要
が
あ
れ

ば
併
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

庁舎設置の発電設備

で
き
れ
ば
一
番
効
率
的
に
確
保
も

で
き
ま
す
。
現
在
、
非
常
用
発
電

設
備
は
主
要
燃
料
を
軽
油
、
庁
舎

は
灯
油
を
利
用
し
て
暖
房
設
備
等

は
稼
働
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
軽
油
は
非
常
用

発
電
設
備
の
み
使
用
、
経
済
的
に

課
題
が
あ
る
。

　

災
害
時
等
に
お
い
て
、
最
低

限
必
要
な
行
政
機
能
を
維
持
す
る

答

　

町
民
の
安
全
安
心
を
求
め
れ

ば
、
現
在
の
状
況
は
い
か
が
か
と

思
い
ま
す
。
業
者
に
お
任
せ
状
況

で
あ
り
ま
す
が
、
内
閣
府
、
消
防

問

答

令和３年８月１日発行 4
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一 般 質 問

人口減少を受け入れ持続可能なまちづくり町 長 加 藤 久 美  議員

人口減少に対する政策を
どう実践するのか

全
国
的
に
も
人
口
減
少
が
進
む
中
、

２
０
２
１
年
５
月
１
日
の
中
井
町
の

人
口
は
９
１
５
５
人
と
な
り
、
本
町

の
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
も
急
加

速
し
て
い
る
。
町
で
は
平
成
28
年
３

月
に
人
口
動
向
を
分
析
し
、
将
来
の

人
口
展
望
を
示
し
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
し
た
が
、
こ
こ
に
掲
げ
た
目

標
と
実
態
に
乖
離
が
生
じ
た
こ
と
か

ら
、
令
和
３
年
３
月
に
改
訂
版
が
示

さ
れ
た
。
人
口
推
計
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
結
果
か
ら
、
５
年
ご
と
の
人

口
減
少
は
顕
著
で
あ
り
、
現
状
の
ま

ま
人
口
が
減
り
続
け
れ
ば
、
２
年
後
、

町
の
人
口
は
８
千
人
台
と
な
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
。
令
和
３
年
度
か
ら

第
二
次
中
井
町
総
合
戦
略
が
始
ま
っ

た
が
、
人
口
減
少
の
歯
止
め
と
な
る

よ
う
、
よ
り
実
践
的
で
効
果
的
と
な

る
必
要
が
あ
る
。

　

町
で
は
、
か
な
り
充
実
し
た
ネ

ウ
ボ
ラ
が
実
施
さ
れ
、
き
め
細
か
な

よ
い
支
援
と
好
評
だ
。
そ
れ
で
も
出

生
数
に
表
れ
て
こ
な
い
の
は
な
ぜ
な

の
か
。
新
た
な
支
援
、
出
生
率
を
上

げ
る
た
め
の
具
体
的
施
策
は
。

　

今
の
段
階
で
新
た
な
も
の
は
持

ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
産
み
育
て
や

す
い
中
井
町
の
環
境
を
整
え
て
い
く

問

施
策
を
総
合
計
画
の
中
で
位
置
づ
け

て
い
る
。
改
め
て
し
っ
か
り
と
行
う
。

　

生
産
年
齢
人
口
の
転
出
抑
制
を

図
る
た
め
の
具
体
策
は
。

　

今
ま
で
や
っ
た
も
の
は
着
実
に

行
い
、
考
え
ら
れ
る
案
が
あ
れ
ば
進

め
て
い
き
た
い
。

　

政
策
に
よ
り
人
口
が
増
え
、
に

ぎ
わ
い
と
な
り
、
そ
れ
が
税
収
に
結

び
つ
き
、
新
た
な
施
策
へ
と
ま
た
結

び
つ
く
。
こ
の
よ
う
に
、
よ
い
循
環

は
つ
く
ら
れ
る
。
人
に
優
し
い
好
循

環
の
ま
ち
づ
く
り
に
シ
フ
ト
チ
ェ
ン

ジ
し
、
本
気
で
人
口
増
加
を
行
う
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
転
入
推

進
へ
の
取
り
組
み
は
。

  　

４
月
か
ら
後
期
基
本
計
画
も
進

ん
で
い
る
。
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
や
っ

て
き
た
が
、
結
局
そ
こ
に
表
わ
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
。
皆
さ
ん
の
意
見

も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
判
断
を
し
て

い
く
。

　

子
育
て
を
す
る
若
い
世
代
に
と

っ
て
、
よ
い
教
育
方
針
と
、
よ
い
教

育
環
境
、
こ
れ
を
持
っ
て
い
る
町
が

結
果
的
に
人
口
を
増
や
す
こ
と
に
な

答

答答

答答

答

問

問

問

問 問

る
。
学
校
教
育
な
ど
、
子
育
て
環
境

の
更
な
る
充
実
を
図
る
た
め
の
具
体

策
は
。

　

一
番
い
い
教
育
環
境
と
い
う
の

は
、
物
的
環
境
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
が
学
校
へ
来
て
、
学
び
、

生
き
生
き
と
勉
強
や
運
動
を
し
、
帰

っ
て
い
く
こ
と
。
こ
れ
が
最
大
の
魅

力
で
あ
り
、
そ
れ
を
目
指
す
べ
き
。

　

転
居
し
た
い
理
由
の

１
位
は
交
通
が
不
便
だ
か

ら
が
81･

３
％
。
町
民
の
不

便
の
軽
減
に
対
し
、
一
刻

も
早
い
対
策
と
大
胆
な
政

策
が
必
要
で
あ
る
。
交
通

の
利
便
性
を
図
る
た
め
の

考
え
と
取
り
組
み
は
。

　

こ
れ
か
ら
高
齢
化
も

進
み
、
交
通
弱
者
が
増
え

て
い
く
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド

バ
ス
は
、
令
和
４
年
度
に

運
行
か
ら
10
年
を
迎
え
る
。

こ
の
機
会
に
見
直
し
、
利

便
性
向
上
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

課
題
や
、
暮
ら
し
の

問
題
を
、
先
送
り
す
る
の

で
は
な
く
、
特
効
薬
と
し
て
使
え
そ

う
な
も
の
は
全
部
や
る
。
そ
う
し
た

考
え
で
、
町
が
一
心
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。
町
の
人
口
増
加
に

対
し
、
本
気
で
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
、

切
に
願
う
。

　

提
案
も
含
め
、
改
め
て
今
後
５

年
間
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、
総
合
戦
略
、

予
算
編
成
等
の
中
で
検
討
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

※
税
務
町
民
課
と
国
勢
調
査
の
資
料
を
元
に
作
成
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一 般 質 問

案内、通知文書の見直しは図っていきたい町 長 尾 尻 孝 和  議員

就学援助対象世帯がもれなく
受けられるよう

　
　

中
井
町
の
就
学
援
助
対
象
者
基

準
は
、
２
０
１
５
年
度
か
ら
生
活
保

護
の
要
保
護
基
準
の
1.5
倍
と
な
り
、

対
象
と
な
る
児
童
生
徒
の
範
囲
を
広

げ
、
制
度
の
改
善
も
進
め
ら
れ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
申
請
さ
れ
な
い

保
護
者
が
ま
だ
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る

が
。

　
　

あ
く
ま
で
申
請
に
基
づ
い
て
出

さ
れ
た
も
の
を
審
査
し
た
う
え
で
認

定
。し
っ
か
り
対
応
が
で
き
て
い
る
。

　
　

町
の
保
護
者
へ
の
「
就
学
援
助

制
度
に
つ
い
て
」
と
い
う
案
内
文
書

で
は
、
就
学
援
助
の
対
象
と
し
て
８

項
目
示
し
て
い
る
。
内
訳
は
。

　
　

生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止

に
な
っ
た
世
帯
、
町
民
税
非
課
税
ま

た
は
減
免
の
扱
い
を
受
け
た
世
帯
、

国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
の
保
険

料
の
減
免
を
受
け
た
世
帯
、
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
世
帯
、

生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た

世
帯
、
そ
の
他
経
済
的
理
由
に
よ
っ

て
児
童
・
生
徒
が
就
学
困
難
と
な
る

特
別
な
事
情
が
あ
る
世
帯
。

　
　

案
内
文
書
裏
に
あ
る
目
安
額

は
。 答答

答

答

答答

答答

問問問

問

問問問

問

他１問

　
　

生
活
扶
助
基
準
額
の
1.5
倍
が
、

所
得
基
準
の
目
安
。

　
　

1.5
倍
の
額
よ
り
も
、
対
象
項
目

の
額
と
い
う
の
は
大
幅
に
下
回
っ
て

い
る
。
就
学
援
助
の
対
象
世
帯
を
1.3

か
ら
1.5
に
広
げ
た
。
と
こ
ろ
が
、「
あ

な
た
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
」
と
い

う
案
内
に
な
っ
て
い
る
。
対
象
と
な

る
金
額
を
正
面
に
、
分
か
る
よ
う
に

工
夫
さ
れ
た
ら
ど
う
か
。

　
　

対
象
者
の
方
が
こ
れ
で
は
非
常

に
分
か
り
に
く
い
と
い
う
こ
と
に
な

れ
ば
、
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
案
内
、
通
知
文
書
の
見
直

し
は
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

高
齢
者
に
と
っ
て
、
30
万
円
以

上
と
い
う
の
は
負
担
が
大
き
い
。
あ

き
ら
め
て
し
ま
っ
て
、
よ
く
聞
こ
え

な
い
ま
ま
毎
日
を
過
ご
さ
れ
て
い
る

が
。

　
　

町
内
で
は
推
定
、
１
３
０
０
人

強
の
方
が
難
聴
で
あ
る
お
そ
れ
も
あ

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
社
会
生
活
を

よ
り
よ
く
過
ご
し
て
い
く
た
め
に
、

何
ら
か
の
形
で
の
支
援
と
い
う
の
は

必
要
か
と
認
識
。

　
　

誰
も
が
補
聴
器
を
つ
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
に
は
、
軽
度
難
聴
の
段

階
か
ら
公
的
補
助
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る

制
度
を
国
と
し
て
確
立
す
る
、
こ
れ

が
必
要
に
な
る
が
。

　
　

国
に
対
し
て
、
制
度
の
確
立
に

し
っ
か
り
要
望
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　

独
自
に
補
聴
器
補
助
制

度
に
取
り
組
む
自
治
体
が
今

生
ま
れ
て
い
る
。
高
齢
者
の

状
態
悪
化
の
進
行
は
、
結
果

と
し
て
医
療
費
や
介
護
費
用

の
増
加
で
跳
ね
返
っ
て
く
る

の
で
は
。

　
　

中
度
、
軽
度
の
段
階
か

ら
手
当
て
を
し
て
い
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
結
果
、
そ
う
い

っ
た
医
療
費
の
回
避
に
も
つ

な
が
っ
て
い
く
の
か
な
と
考

え
る
。

　
　

補
聴
器
の
全
額
補
助
を

と
い
う
話
で
は
な
い
。
軽
度

の
加
齢
性
難
聴
の
方
も
含
め

て
積
極
的
に
補
聴
器
の
利
用

が
進
む
よ
う
、
町
か
ら
の
支
援
を
行

っ
て
み
て
は
ど
う
か
。
難
聴
の
進
行

を
抑
え
、
生
活
の
質
を
落
と
さ
な
い

こ
と
で
、
介
護
度
の
悪
化
や
認
知
症

の
進
行
を
極
力
抑
え
る
こ
と
に
も
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

　
　

　
　

国
に
要
望
し
つ
つ
、
そ
の
間
、

町
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
何
な
の

か
、
調
査
研
究
し
て
い
く
必
要
性
に

つ
い
て
は
、十
分
認
識
を
し
て
い
る
。

補
聴
器
助
成
制
度
の

 
導
入
の
検
討
は
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せ
て
き
て
い
る
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
利

用
し
な
い
手
は
な
い
。
人
口
流
出
を

止
め
た
り
人
を
呼
び
込
ん
だ
り
す
る

た
め
に
、
町
で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
考
え
て
い
る
か
。

　　

多
様
な
働
き
方
が
新
し
い
生
活

様
式
の
一
部
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
居
住
環
境
等
で
、
家
で
は

落
ち
着
い
て
仕
事
が
で
き
な
い
人
も

い
る
よ
う
な
の
で
、
公
共
施
設
の
会

議
室
等
に
環
境
設
備
を
行
い
、
場
所

提
供
を
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

役
場
内
に
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入

す
る
質
問
が
、
以
前
あ
っ
た
と
思
う

が
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

　

役
場
職
員
の
働
き
方
改
革
に
も

繋
が
る
と
認
識
し
て
い
る
。
少
し

ず
つ
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
い
う
事

で
、
職
員
対
象
に
説
明
会
を
開
い
た
。

７
月
末
ま
で
を
検
証
期
間
と
す
る
が
、

職
員
か
ら
課
題
や
提
案
が
出
て
く
る

と
思
う
。
役
場
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
と
か
、

職
員
の
働
き
方
改
革
に
繋
が
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
使
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
現
在
、
検
討
を
始
め
て
い
る
。

災
害
が
発
生
し
た
時
、
支
援
が
必

要
な
障
が
い
者
や
高
齢
者
に
対
し
、

地
域
の
人
が
避
難
等
の
手
助
け
を
す

る
制
度
が
あ
る
。
し
か
し
、
面
識
や

普
段
か
ら
の
付
き
合
い
が
な
い
た
め
、

周
り
の
人
た
ち
か
ら
支
援
し
て
も
ら

え
な
い
懸
念
が
あ
る
。

　

自
治
会
長
に
名
簿
を
渡
す
際
、

要
支
援
者
登
録
制
度
の
内
容
や
関
連

事
項
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
る
か
。

　

昨
年
、
自
治
会
長
会
議
の
場
で

名
簿
の
取
り
扱
い
や
活
用
方
法
に
つ

い
て
説
明
を
し
た
。
本
年
度
、
防
災

の
関
係
や
要
支
援
者
名
簿
に
つ
い
て

民
生
委
員
と
自
治
会
長
が
意
見
交
換

を
す
る
場
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
で
も

説
明
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

要
支
援
者
が
大
変
多
い
が
、
災

害
が
起
き
た
時
、
要
支
援
者
全
員
に

対
応
が
で
き
る
と
想
定
し
て
い
る
か
。

　

全
員
に
対
応
し
て
も
ら
う
形
に

な
る
が
、
人
数
が
か
な
り
多
い
の
で

厳
し
い
面
が
あ
る
。
普
段
か
ら
防
災

訓
練
等
の
中
で
、
避
難
行
動
の
避
難

訓
練
、
要
支
援
者
名
簿
の
安
否
訓
練

を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
町
と
し

て
対
応
が
難
し
い
部
分
も
あ
り
、
地

答答

答

答答

答 答

問問

一 般 質 問

今後も制度への理解と協力を依頼していく町 長 石 渡 正 次 議員

避難行動要支援者　
　　　登録制度の動向は

域
の
人
に
お
願
い
を
す
る
こ
と
が
多

く
な
っ
て
し
ま
う
。

　　　

町
で
は
、
自
治
会
長
や
関
係
機

関
に
依
頼
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

要
支
援
者
の
支
援
が
確
定
さ
れ
た
か

否
か
の
確
認
を
し
て
い
る
の
か
。

　

名
簿
を
も
と
に
避
難
の
促
し
や

避
難
時
の
行
動
に
つ
い
て
、
要
支
援

者
と
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
旨
を
伝
え

た
が
、
話
し
た
と
か
計
画
を
立
て
た

と
い
う
報
告
は
受
け
て
い
な
い
。

　

町
で
自
治
会
長
に
お
任
せ
し
た

の
に
、
そ
の
後
、
確
認
も
し
な
い
と

い
う
所
に
一
番
の
問
題
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
が
。

　　

全
て
の
人
の
名
簿
作
成
は
で
き

た
が
、
個
々
の
避
難
支
援
ま
で
の

確
認
は
、
手
に
お
え
な
い
状
況
。
名

簿
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
自
治
会

間
で
共
通
認
識
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

個
々
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
打
開
策

が
少
な
い
の
だ
が
、
個
別
計
画
的
な

も
の
な
ど
も
一
つ
。
近
隣
の
市
町
村

の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
対
応

し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

　

個
別
避
難
計
画
作
成
が
、
本
年

度
、
市
町
村
の
努
力
義
務
と
い
う
形

で
き
て
い
る
が
、
町
の
進
捗
状
況
は
。

　

個
別
計
画
は
で
き
て
い
な
い
。

５
年
間
で
、
他
市
町
村
の
取
り
組
み

等
を
調
査
研
究
し
、
中
井
町
に
合
っ

た
個
別
計
画
を
作
成
し
て
い
き
た
い
。

テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
充
実
で

人
口
増
や
活
性
化
を

　

社
会
人
口
増
加
の
波
が
押
し
寄

問

問問 問

問

他１問

防災訓練の様子
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一 般 質 問

中井町環境基本計画に基づき、取り組む町 長 多 田 　 勲  議員

脱炭素化社会の推進を

持
続
可
能
な
未
来
実
現
の
た
め
、

町
が
率
先
し
て
脱
炭
素
化
社
会
に

向
け
て
行
動
し
、
町
民
や
事
業
者

等
が
総
ぐ
る
み
で
英
知
を
結
集
し
、

２
０
５
０
年
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

実
質
ゼ
ロ
に
な
る
よ
う
、
具
体
的
な

道
筋
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
質
問
し
ま
す
。

　

環
境
基
本
計
画
の
事
業
点
検
評

価
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
量
を

公
表
で
き
な
い
理
由
は
。

　　

町
独
自
で
は
、
産
業
部
門
や
運

送
業
等
の
排
出
量
を
算
定
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
。
今
後
、
環
境
省

の
自
治
体
の
排
出
量
カ
ル
テ
を
基
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
使
っ
て
、
公
表

し
て
い
き
た
い
。

　

国
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目

標
値
が
大
幅
に
変
わ
っ
た
が
、
達
成

の
見
通
し
は
。

　　

目
標
達
成
は
容
易
で
は
な
い
と

判
断
し
て
い
る
。
今
後
、
国
の
地
球

温
暖
化
対
策
等
の
具
体
策
を
注
視
し

な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
終
了
後
の
電
力
を
町
が

買
い
取
り
、
公
共
施
設
に
利
用
し
て

は
ど
う
か
。

　　

太
陽
光
発
電
設
置
者
は
設
置
の

補
助
金
や
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
を
踏
ま
え
て
、

設
備
を
設
置
し
て
い
る
の
で
、
さ
ら

な
る
補
助
は
、
現
在
考
え
て
い
な
い
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
終
了
時
の
選
択
肢
と
し

て
、
蓄
電
池
の
普
及
拡
大
を
図
っ
て

い
く
考
え
は
。

　

蓄
電
池
の
補
助
は
、
今
後
も
継

続
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

ま
ず
は
、
蓄
電
池
補
助
の
予
算
確
保

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

今
後
も
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

太
陽
光
発
電
を
重
点
的
に
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
太
陽
光
発
電
補
助

金
申
請
が
増
え
な
い
原
因
は
。

　　

住
宅
の
件
数
が
減
っ
て
い
る
こ

と
や
買
取
価
格
も
減
少
し
て
き
て
い

る
こ
と
も
要
因
と
感
じ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
太
陽
光
発
電
を
増
や

す
方
法
、
取
り
組
み
は
検
討
さ
れ
て

い
る
か
。

　

神
奈
川
県
の
０
円
ソ
ー
ラ
ー
事

業
を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
提

供
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
蓄
電
池

も
普
及
促
進
を
し
て
い
き
た
い
。

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
化
を
進
め
る
Ｚ

Ｅ
Ｈ
と
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
考
え
方
で
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
を
進
め
る
べ
き
だ
が
、

い
か
が
か
。

　

Ｚ
Ｅ
Ｈ
と
Ｚ
Ｅ
Ｂ
は
、
国
の
補

助
が
あ
る
こ
と
を
ま
ず
情
報
提
供
す

る
べ
き
で
あ
る
。

　

町
が
計
画
す
る
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
普
及
や
省
エ
ネ
の
取
り
組
み
に

町
民
の
声
を
ど
う
反
映
し
て
い
く
か
。

　　

計
画
の
見
直
し
等
状
況
に
な
れ

ば
、
町
民
の
意
見
を
聴
取
す
る
場
を

設
け
、
改
定
し
て
い
き
た
い
。

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
宣
言

し
、
地
球
温
暖
化
防
止
を
加
速
す
る

考
え
は
。

　　

近
隣
市
町
村
の
取
り
組
み
内
容

等
を
参
考
に
し
、
本
町
に
適
し
た
事

業
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
環
境
問
題
の
啓

発
活
動
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
。

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙

を
見
直
し
な
が
ら
周
知
徹
底
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

　

社
会
人
の
環
境
学
習
と
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
勉
強
会
な
ど
を
作
っ
て

啓
発
し
た
ら
ど
う
か
。

　　

大
人
向
け
の
学

習
の
場
が
少
な
い
の

は
事
実
だ
が
、
中
井

町
の
企
業
・
団
体
等

の
協
力
を
得
な
が
ら
、

勉
強
の
場
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
。

答答

答答

答

答

答

答

答

答答

問

問

問

問問 問

問

問問

問問
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令和2年度
議員に係る政務活動費の収支報告

政務活動費は、地方自治法の規定に基づき、議員の調査研究に資するため必要な経費の一部として、議員
１人当たり月額１万円が交付されています。

議員氏名
支　　　　　　出　　　　　　額 支給額

（交付額）

収支差引額

（返還額）
主な支出内容調		査

研究費①

研		究

研修費②

資		料

作成費③

資		料

購入費④
広報費⑤ 広聴費⑥ 事務費⑦ 合計

石渡正次 78,601 78,601 120,000 41,399 ④新聞・雑誌購読料、
   図書購入費 

古宮祐二 29,972 29,972 120,000 90,028 ④新聞・雑誌購読料

多田　勲 31,070 57,345 88,415 120,000 31,585 
②研修費　　　　　　　
④新聞購読料、
   図書購入費

峯尾　進 1,000 30,844 31,844 120,000 88,156 ②研修費　　　　　　　
④図書購入費

井上泰弘 94,332 94,332 120,000 25,668 ④新聞・雑誌購読料

尾尻孝和 53,124 90,208 143,332 120,000 0 ④新聞購読料　　　　
⑤広報紙発行費

加藤久美 13,000 10,491 126,238 149,729 120,000 0
②研修費
④新聞購読料
⑤広報紙発行費

戸村裕司 121,476 121,476 120,000 0 ④新聞・雑誌購読料、
   図書購入費

森			丈嘉 44,550 44,550 120,000 75,450 ④新聞・雑誌購読料、
   図書購入費 

岸			光男 30,540 95,742 660 126,942 120,000 0
②研修費
④新聞・雑誌購読料、
   図書購入費
⑦事務費　

原			憲三 3,000 121,158 124,158 120,000 0 ②研修費　　　　　　　
④新聞・雑誌購読料

成川保美 64,180 33,972 98,152 120,000 21,848 ②研修費　　　　　　　
④新聞・雑誌購読料

（単位：円）

掲載は議席順です。詳細は議会事務局にあります。

政務活動費のおもな使途基準
○収支報告は、条例や申し合せ事項等の使途基準に従い、領収書原本や資料等を添付して議長に提出します。
残額が発生した場合は、町に返還します。

①調査研究費：視察を行った場合の交通費等関連支出が認められます。昼食や土産代は該当しません。
②研究研修費：自ら主催した研究会の経費や団体等が開催する研修会等への参加費など。
③資料作成費：調査研究活動に必要な資料作成に要する経費。
④資料購入費 ： 図書購入や新聞雑誌購読料（読売・毎日・産経・朝日・神奈川新聞は除く）、会議録の購入費など。
⑤広   報   費：原則、全戸配布の広報紙・報告書等の印刷費や送料など。
⑥広   聴   費：町民から町政や政策等に対する要望・意見を聴取するために必要な経費。
⑦事   務   費：事務用品や通信費、振込手数料など。名刺印刷費は認められません。
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編集後記 小泉　俊（井ノ口）町民の声

9月7日（火）

議
会
の
う
ご
き

４　

月

30
日　

議
会
運
営
委
員
会

５　

月

7
日　

臨
時
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

25
日　

議
会
運
営
委
員
会

26
日   

文
教
民
生
常
任
委
員
会
協
議
会

28
日　

総
務
経
済
常
任
委
員
会
協
議
会

　

私
は
子
ど
も
を
育
て
る
た

め
、
生
ま
れ
育
っ
た
中
井
に

戻
っ
て
き
た
。
中
井
は
子
育

て
世
帯
に
優
し
い
。
車
で
の

ア
ク
セ
ス
が
し
や
す
く
、
企

業
の
誘
致
に
も
成
功
し
て
い

て
、
魅
力
的
な
町
だ
と
思
う
。

し
か
し
、
人
口
減
少
は
深
刻

で
あ
り
、
町
の
将
来
に
は
不

安
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
町
に

二
つ
の
提
案
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
住
め
る
土
地
や
家

を
増
や
し
て
ほ
し
い
。
私
の

同
級
生
が
、
中
井
に
家
を
建

て
た
く
て
も
、
土
地
が
あ
ま

り
売
り
に
出
て
い
な
い
と
言

っ
て
い
た
。
中
井
に
は
空
き

家
や
空
き
地
も
多
い
。
そ
れ

ら
を
調
査
し
、
移
住
し
や
す

　

町
民
の
皆
様
か
ら
、「
議
会
だ
よ
り
、
見
て
ま
す
よ
」
と
お
声

か
け
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、「
議
会
だ
よ
り

で
は
、
詳
し
い
内
容
ま
で
は
分
か
ら
な
い
ね
」
と
い
う
ご
意
見

を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
議
会
だ
よ
り
の
役
割
と
い
う

の
は
、
議
会
で
の
質
疑
や
審
議
結
果
を
分
か
り
や
す
く
、
広
く

町
民
の
皆
様
に
ご
報
告
す
る
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
限
ら

れ
た
紙
面
で
は
、
十
分
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
議
会
だ
よ
り
の
ほ
か
、
本
年
実
施
し
た
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

議
会
報
告
会
な
ど
の
複
数
の
広
報
を
行
う
な
ど
、
改
善
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
議
会
活
動
の
様
子
を
町
民
の
皆
さ
ま
に
分
か
り

や
す
く
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の
方
に
町
議
会
へ

の
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
紙
面

作
り
に
編
集
委
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
多
田
）

６　

月

1
日　

定
例
会
本
会
議

2
日　

文
教
民
生
常
任
委
員
会

3
日　

総
務
経
済
常
任
委
員
会

4
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

　
　
　

定
例
会
本
会
議

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

23
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

７　

月

1
日　

議
会
運
営
協
議
会

7
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

8
日　

臨
時
会

         

議
会
全
員
協
議
会

12
日   

総
務
経
済
常
任
委
員
会

15
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

16
日   

文
教
民
生
常
任
委
員
会

21
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

	委員会から報告します

５
月
の
臨
時
会
で
委

員
選
任
後
、
初
め
て
の
委

員
会
を
６
月
３
日
に
開

催
し
た
。

今
回
の
委
員
会
で
は
、

こ
れ
か
ら
の
所
管
事
務

の
調
査
・
研
究
テ
ー
マ

を
「
今
後
の
交
通
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
」
に
決
定
し

ま
し
た
。

６
月
２
日
に
新
た
な

委
員
に
よ
り
、
委
員
会
を

開
催
し
た
。
今
回
の
委
員

会
で
は
、
６
月
１
日
に
本

会
議
で
付
託
さ
れ
た
「
中

井
町
火
葬
料
補
助
金
の

引
き
上
げ
を
求
め
る
請

願
」
に
つ
い
て
は
、
調

査
・
研
究
の
必
要
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
継
続

審
査
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
所
管
事
務
の
調
査
・

研
究
テ
ー
マ
を
「
地
域
集

会
施
設
の
現
状
と
今
後

に
つ
い
て
」
に
決
定
し
ま

し
た
。

い
環
境
を
整
え
て
ほ
し
い
。

　

次
に
、
循
環
バ
ス
や
ス
ク

ー
ル
バ
ス
を
走
ら
せ
て
ほ
し

い
。
今
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ

ス
が
運
行
し
て
い
る
が
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
話
で
の

予
約
が
必
要
で
、
お
年
寄
り

や
通
学
に
利
用
し
た
い
子
ど

も
た
ち
に
は
日
常
的
に
使
い

に
く
い
と
思
う
。
オ
ン
デ
マ

ン
ド
バ
ス
と
と
も
に
、
商
業

施
設
ま
で
の
循
環
バ
ス
や
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
す
る
こ

と
で
、
中
村
地
区
へ
移
住
し

た
い
と
い
う
世
帯
が
増
え
る

と
思
う
。

　

中
井
な
ら
、
人
口
減
少
と

い
う
現
状
を
打
破
で
き
る
と
、

私
は
信
じ
て
い
る
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
前
列
左
か
ら	

委	

員	

長		

多
田			

勲
　

														

　		

副
委
員
長		

古
宮
祐
二

　
後
列
左
か
ら	

委
　
員	

岸			

光
男

														

　	

委
　
員	

成
川
保
美

　
後
列
左
か
ら	

委
　
員	

石
渡
正
次

議会を傍聴しませんか

問合せ　議会事務局　☎81–3905

議会ホームページ　中井町ホームページ⇒中井町議会のアイコンをクリック

総務経済常任委員会文教民生常任委員会

次回の定例会は

開会予定

湘南ケーブルテレビ（102チャンネル）生放送
感染防止のため傍聴席の間隔を空けています。
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